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本テキストについて 

本テキストは、機械図面・建築図面の演習を主とした構成となっています。基礎編で学習した基本的なコマンド

や機能を実際の図面作成の場面でどのように使用するのかを演習形式で確認します。また、基礎編では記載し

ていない外部参照、表、データ書き出し、フィールド、ダイナミックブロックの機能についても演習を通して学習で

きる内容となっています。 
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01 機械図面作成演習 
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はじめに 

機械図面作成演習では、一般的な機械図面作成の流れを確認できる演習形式となっています。 

はじめに、一般的な機械製図に必要な設定のテンプレートを作成します。計画図よりバラシ作業を行い、部品

図を作成します。組立図を外部参照機能を使用して作成し、設計変更による部品図の修正を行います。その後、

組立図を完成させます。組立図では、部分詳細図や部品表の作成を実習します。 

 

 機械図面には、用途や内容、目的に応じていくつもの種類があります。大きく分けて次のような流れで作業が

進みます。製作図には、総組立図や部分組立図、部品図、配置図などがあります。 

 
 
 
 
 
 

本演習では、「シリンダ装置」の計画図より、部品図と組立図を作成する手順を学習します。 

 

 

 

 計画図 

シリンダ装置の設計意図、計画を表した図です。この計画図より、本体部品を抜き出して製作図となる部品

図を作成します。 

 

 
  

計画図 試作図 製作図 
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 部品図 

「本体」の部品図を作成します。また、完成した部品図を設計変更通りに修正する演習も行います。本演習

では、「本体」以外の部品図については、参考図として掲載します。｢本体」の演習を参考に作図に挑戦してく

ださい。 

 

[本体] 
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[本体設計変更] 
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[昇降軸] 

 
 

[シリンダ] 
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[パッキン] 

 
 

[台座] 
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[可動アーム] 

 
 

[ピン] 
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以上で、「01機械図面作成演習」を終了します。 
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02. 建築図面作成演習 
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1階・2階平面図 1:100 

1階平面図 1:50 

引違い掃出し窓_1650 

 

カウンター 

 

はじめに 

建築図面作成演習では、部品と一般的な建築平面図を作成する演習形式になっています。 

はじめに、図面を効率的に作成するための部品を作成します。部品は、ダイナミック ブロックで作成し、配置後、

個別に編集できるようにパラメータとアクションを設定します。また、「データ書き出し」で作成する集計表とリンク

できるように、建具には属性も設定します。 

建築平面図は、トレーニング テンプレートをもとに新規作成し、1階平面図を通り芯から作成します。建具、家

具、衛生機器などは、部品ブロックのファイルから配置します。印刷は、1階平面図、外部参照する 2階平面図と、

「データ書き出し」で配置する建具表をレイアウトして出力します。出力するペーパー空間に配置している図面枠

は、ファイル情報とリンクするフィールドも設定します。 

この章では、テンプレートは作成しません。テンプレートの作成方法は、「01．機械図面演習」をご参照ください。 

 

 作成するダイナミック ブロック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 作成する平面図 
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ダイナミック ブロックの作成 

ダイナミック  ブロックの概要  

今回作成するブロックは、ダイナミック ブロックで作成します。ダイナミックブロックは、パラメータを設定し、その

パラメータにさまざまなアクションを設定することにより、配置したブロックを分解することなく、個々にパラメトリッ

クに修正できます。 

 

 

ダイナミック  ブロックの作成  

今回は、カウンターと建具（引違い掃出し窓_1650）を作成します。カウンターは、新規に図形から作成し、[直線

状]パラメータに、[ストレッチ]アクションを設定してサイズ変更ができるようにします。また、配置後に上下左右を

ワンクリックで修正できるように、[反転]パラメータと、[反転]アクションも定義します。 

建具は、図形と[反転]パラメータ、および[反転]アクションが設定されたダイナミック ブロックに、属性を定義しま

す。定義した建具の属性は、[データ書き出し]で利用します。 

 

 登録図形の作成 

 図形のプロパティの設定（レイヤ、色、線種、線の太さ） 

 パラメータの設定 

 アクションの設定 

 属性設定（引違い掃出し窓_1650に設定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



Learning AutoCAD 2014 in Classroom 

94 © Maruhan Co., Ltd 2013  

第三者へのトレーニングやセミナー等実施のため、このドキュメントや関連データを無断で複写、配布、転載は禁止されています。 

作図の準備  

このあとの作図や編集のために、作図補助機能を設定します。 

 

1. 作図補助機能を設定します。 

ステータスバー：[極トラッキング]、[オブジェクト スナップ]、[オブジェクト スナップ トラッキング]、[ダイ

ナミック入力]を[オン] 

 

 

 

[極トラッキング]の上で右クリックし、メニューの[90°]をオンに設定します。 

 

つぎに、[オブジェクト スナップ]の上で右クリックし、メニューの[設定]をクリックします。 

[作図補助機能]ダイアログボックスの[オブジェクト スナップ]タブが表示されます。右下図のように設

定して[OK]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

登録図形を作成  

部品ファイルを開いて、「カウンター」のブロックを作成します。図形を作成後、パラメータとアクションを設定して、

ダイナミック ブロックに設定します。 

 

1. 「平面図_BLOCK.dwg」を開きます。 

2. [ブロック エディタ]を実行して、「カウンター」図形を作成します。 

リボン：[挿入]タブ‐[ブロック定義]パネル‐[ブロック エディタ] 
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3. [ブロック定義を編集]ダイアログボックスが表示されます。作成するブロックの名前を[カウンター]と入

力して[OK]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ブロック エディタ]コンテキスト タブが表示され、ブロック エディタ画面に変わります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カウンターの図形を作成します。 

 

4. [線分]コマンドを実行します。 

リボン：[ホーム]タブ‐[作成]パネル‐[線分] 
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500 500 
500 

100 100 300 

1500 

[1点目を指定]に対して、[0，0]と入力して Enterキーを押します。 

[次の点を指定]に対して、0°方向にカーソルを引いて[500]と入力し Enterキーを押します。 

[次の点を指定]に対して、下図のように水平／垂直にカーソルを引いて[100]、[500]、[100]、[500]、

[300]、[1500]と入力して下図のように作図します 

[次の点を指定]に対して、オプションの[閉じる（C）]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

TIPS 

既定では、原点が挿入基点です。異なる位置を挿入基点にする場合は、原点の位置に挿入位置を移動する

か、[ブロック オーサリング パレット]の、[パラメータ]タブの[基点]パラメータを挿入基点に配置します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5. 右下コーナーを丸面取りします。 

リボン：[ホーム]タブ‐[修正]パネル‐[フィレット] 

 

 

 

 

 

 

 

 

[最初のオブジェクトを選択]に対して、オプションの[半径（R）]をクリックします。 
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[フィレット半径を指定]に対して、[200]を入力して Enterキーを押します。 

[最初のオブジェクトを選択]に対して、右側の線分をクリックします。 

[2つ目のオブジェクトを選択]に対して、下側の線分をクリックします。（どちらを先にクリックしても可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. ハッチングを作図します。今回は、パターンをユーザ定義に設定し、間隔を[30㎜]、角度を[0°]で作

成します。 

リボン：[ホーム]タブ‐[作成]パネル[ハッチング] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ハッチング作成]コンテキスト タブ表示されます。下図のように設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

作図した領域内をクリックします。下図のように作図されます。作図後、[閉じる]パネルの[ハッチング作

成を閉じる]をクリックします。 
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オブジェクトのプロパティを設定  

作成したブロックが挿入した画層に配置され、配置後も修正ができるようにプロパティを修正します。 

 

1. 作図したカウンターのオブジェクトをすべて選択します。 

2. 作図画層を確認します。 

リボン：[ホーム]タブ‐[画層]パネル‐[画層コントロール] 

 

 

 

 

 

 

 

 

作図した画層は、[0]に設定されています。 

 

3. 選択したカウンター オブジェクトの[プロパティ]の[オブジェクトの色]、[線の太さ]と[線種]を[ByBlock]

に変更します。 

リボン：[ホーム]タブ‐[プロパティ]パネル‐[オブジェクトの色]、[線の太さ]、[線種] 

 

[オブジェクトの色]、[線の太さ]と[線種]プロパティを[ByBlock]に変更します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Escキーを押して、オブジェクト選択を解除します。 
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P1 P2 

P3 

直線状パラメータを設定  

カウンターの幅と奥行きをパラメトリックに調整させるため、[直線状]パラメータを設定します。設定は、全長と中

央部です。 

 

1. カウンターの全長に、[直線状]パラメータを設定します。 

ブロック オーサリング パレット：[パラメータ]タブ‐[直線状] 

 

[始点を指定]に対して、カウンターの左上端点（P1）をクリックします。 

[終点を指定]に対して、カウンターの右上端点（P2）をクリックします。 

[ラベルの位置を指定]に対して、始点と終点の間（P3付近）をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Tips 

[ブロック オーサリング パレット]が非表示の場合は、[ブロック エディタ]コンテキスト タブの[管理]パネルの

[ブロック オーサリング パレット]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

カウンター全長の[直線状]パラメータのプロパティを修正します。 

 

2. 作成した[距離 1]の[直線状]パラメータを選択し、プロパティを修正します。 

リボン：[表示]タブ‐[パレット]パネル‐[プロパティ パレット] 

 

 

 

 

 

 

  


